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6
月
5
日
か
ら
14
日
ま
で
の
10
日
間
の
会

期
で
、「
平
成
24
年
第
2
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
4
件
、
議
案
5

件
、
発
議
1
件
、
決
議
案
1
件
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
2
号

　

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
3
号

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

※
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

①
個
人
住
民
税
関
係
で
は
寡
婦
控
除
の
手

続
き
簡
素
化
。

②
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
で
は
、
負
担

調
整
措
置
の
見
直
し
。

③
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
復
興
に
係
る

支
援
策
。

な
ど
を
専
決
し
た
の
で
、
議
会
に
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
　
【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
4
号

平
成
23
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

※
平
成
24
年
度
に
繰
越
す
事
業
で
す
。

　

①
装
束
雨
水
ポ
ン
プ
場
改
修
工
事
負
担
金

　
　

約
4
0
9
万
円

　

②
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

　
　

約
4
億
9,
6
0
0
万
円

　

③
そ
の
他  　
　

  

【
全
会
一
致
で
承
認
】

報
告
第
5
号

平
成
23
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

※
大
竹
市
へ
の
下
水
処
理
負
担
金
の
内
、
約

57
万
円
を
平
成
24
年
度
に
繰
越
す
る
も
の

で
す
。　

   　
　
　
【
全
会
一
致
で
承
認
】

議
案
第
21
号

平
成
24
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
過
去
の
高
い
金
利
で
借
り
入
れ
た
借
金
の

内
、
1,
6
4
0
万
円
分
を
低
い
金
利
で

借
り
換
え
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

     　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
22
号

和
木
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
と
外
国
人

登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
本
町
の
条
例
の
一

部
改
正
で
す
。

①
外
国
人
住
民
を
住
民
基
本
台
帳
法
の
適

用
対
象
に
加
え
る
。

②
印
鑑
登
録
及
び
証
明
事
務
の
改
正
。　

　

  　

     　
　

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
23
号

和
木
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

※
議
案
第
22
号
に
関
連
す
る
外
国
人
登
録
法

廃
止
に
伴
う
一
部
改
正
で
す
。

①
外
国
人
登
録
に
関
す
る
証
明
手
数
料
の

削
除　
　
　
　

 

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
24
号

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
町
内
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
対
し
て
、
固

定
資
産
税
の
1
/
2
を
概
ね
3
年
間
減
額

す
る
制
度
を
2
年
間
延
長
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号

和
木
町
住
宅
火
の
用
心
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
広
く
町
民
に
貸

与
（
町
内
、
約
2,
5
0
0
軒
）
し
、
生

命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
条

例
は
、
目
的
を
達
成
し
、
基
金
は
全
額
を

取
崩
し
た
の
で
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

発
議
第
2
号

民
間
企
業
が
貯
蔵
し
て
い
る
放
射
性
廃
棄

物
に
関
す
る
意
見
書

※
議
会
が
、
国
（
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
な
ど
）
に
対
し
て
、
民
間
企
業
が

貯
蔵
し
て
い
る
放
射
性
廃
棄
物
の
適
正
処

理
を
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活
確
保
の
た

め
に
、
早
急
に
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
す

る
も
の
で
す
。　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

決
議
案
第
1
号

三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
爆
発
事
故
に

関
す
る
要
望
決
議

※
議
会
が
、
三
井
化
学
㈱
岩
国
大
竹
工
場
に

対
し
て
、
事
故
の
原
因
究
明
と
安
全
性
の

総
点
検
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
対

策
の
確
立
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
　
　
【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

議
会
は
、
年
度
で
は
な
く
年
間
を
通
じ
て

開
か
れ
ま
す
。
報
告
第
1
号
と
議
案
第
20
号

ま
で
は
第
1
回
議
会
（
3
月
議
会
）
に
お
い

て
、
承
認
・
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

議
会
で
は
報
告
第
2
号
か
ら
第
5
号
ま
で
が

承
認
、
及
び
議
案
第
21
号
か
ら
第
25
号
ま
で

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
和
木
町
議
会
定
例
会
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7
月
29
日
㈰
は
、
山
口
県
知
事
選
挙
の
投

票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
山

口
県
の
進
路
を
問
う
大
切
な
選
挙
で
す
。
必

ず
投
票
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

投

票

日

時

投
票
日
▼
7
月
29
日
㈰

時　

間
▼
7
時~

20
時

投

票

場

所

◎
和
木
第
1
投
票
所

　
　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　
　

和
木
5
丁
目
集
会
所

◎
瀬
田
投
票
所

　
　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　
　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

※
投
票
場
所
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
く
入
場
券
（
は
が
き
）
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

開
　

票

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
7
月
29
日
20
時

50
分
か
ら
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
う
予
定
で

す
。

投
票
で
き
る
方

　

平
成
4
年
7
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、
平
成
24
年
4
月
11
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
和
木
町
に
住
所
を
有
し
、
本
町
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
も
投
票
で
き
ま

す
。

△
町
外
へ
の
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
県
内
異

動
の
方
（
1
回
だ
け
）
は
本
町
で
投
票
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
転
出
先

の
市
町
長
の
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
持
っ
て
本
町
の
投
票
所
の
受

付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

△
県
内
の
他
の
市
町
か
ら
の
転
入
者
で
、
平

成
24
年
4
月
12
日
以
降
に
転
入
の
手
続
を

さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票
で

き
ま
す
。（
本
町
で
は
、
投
票
で
き
ま
せ

ん
。）
こ
の
場
合
、
和
木
町
長
の
証
明
書

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

△
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に
居

住
し
て
い
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、
特
段

の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、
下
宿
等

の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、

本
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
選
挙

告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
方

や
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
院
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
が
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

7
月
13
日
㈮
〜
28
日
㈯

時　

間
▼
8
時
30
分~

20
時

場　

所
▼
役
場
議
会
棟
1
階
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
投
票
所
入
場
券
（
届
い
て

い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
企
画
総
務
課
内
）

（
☎
52

｜

2
1
3
6　

内
線
3
0
6
）

― 
投
票
に
、
行
こ
う
で
！
ス
マ
イ
ル
な
山
口
の
た
め
に
。
― 

投
票
日
7
月
29
日
㈰

山
口
県
知
事
選
挙
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三
井
化
学
㈱
爆
発
・
火
災
事
故
情
報

　

4
月
22
日
に
発
生
し
た
事
故
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も

に
、
負
傷
さ
れ
た
方
及
び
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

家
屋
被
害
等
に
つ
い
て
は
8
割
が
補
修
を

完
了
し
、
今
月
中
に
は
一
部
の
プ
ラ
ン
ト
を

除
き
稼
働
を
再
開
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
三
井
化
学
㈱

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://jp.m
itsuichem

.com
/index.htm

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
へ
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
19
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

予
約
制
（
無
料
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
奇
数
月
第
2
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
3
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
・
問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
2
5
）

面

接

相

談

　

和
木
町
で
は
、「
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

で
困
っ
て
い
る
。
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
。」
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て
お
答
え
す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
7
月
24
日
㈫　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小･

中
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
、
幼
稚
園･

学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

　
　
　

（
☎
0
1
2
0

｜

81

｜

7
8
3
0
）

和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
朝
市

日　

時
▼
7
月
10
日
㈫　

9
時
〜

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
4
）

司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債
務
問
題

及
び
相
続
登
記
等
無
料
電
話
相
談
会

日　

時
▼
8
月
4
日
㈯　

10
時
〜
16
時

相
談
受
付
電
話
番
号
▼

　
　
　
　

0
1
2
0

｜

0
0
3

｜

8
2
1

内　

容
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等

の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど
の
相
続

問
題
で
お
困
り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
や

司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決

に
向
け
て
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画
趣
旨
に

関
す
る
当
日
ま
で
の
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
　
　

（
☎
0
8
3
3

｜

44

｜

3
7
5
5
）

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

日　

時
▼
7
月
21
日
㈯
〜
24
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

場　

所
▼

●
21
日
㈯

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

　

由
宇
文
化
会
館

●
22
日
㈰

　

山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

　

玖
珂
公
民
館

●
23
日
㈪

　

岩
国
市
役
所
5
階
会
議
室

　

和
木
町
役
場
町
民
相
談
室

●
24
日
㈫

　

岩
国
市
役
所
5
階
会
議
室

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23

｜

1
5
8
0
）

不
妊
専
門
相
談
会

　

不
妊
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
夫
婦
等

の
方
々
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
、「
不

妊
専
門
相
談
会
」
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

日　

時
▼
8
月
10
日
㈮　

15
時
〜
17
時

相
談
担
当
医
▼
山
口
大
学
付
属
病
院

泌
尿
器
科
医　

白
石
晃
司
先
生

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
1
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
要
予
約
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
2
3
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
ご
家
族

を
対
象
に
、
家
族
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
教
室

を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

期　

日
▼
全
6
回
コ
ー
ス

7
月
11
日
㈬
、
8
月
8
日
㈬
、
9
月
12
日

㈬
、
10
月
10
日
㈬
、
11
月
14
日
㈬
、
12
月
12

日
㈬

時　

間
▼
13
時
30
分
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
総
合
庁
舎
2
階
デ
イ
ケ
ア
室

対　

象
▼
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
方
の
ご
家
族

※
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
半
年
以
上
、
学
校
や

職
場
に
行
か
ず
、
家
族
以
外
と
の
親
密
な

対
人
関
係
が
持
て
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
場
合
を
い
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
2
5
）

各
種
お
知
ら
せ



4

　

こ
の
ロ
ッ
カ
ー
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
ご
利
用
後
は
1
0
0
円
硬
貨
が
返

却
さ
れ
ま
す
。
お
取
り
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
カ
ギ
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
実

費
を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

行
事
終
了
後
に
荷
物
が
残
っ
て
い
た
場
合

は
、
遺
失
物
と
し
て
事
務
所
に
て
1
ヵ
月
間

保
管
し
た
後
、
処
分
し
ま
す
。

点
訳
す
ば
る
の
会 

点
字
体
験
学
習
会

　

点
訳
と
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
為
に
一

般
の
文
字
や
文
章
を
指
先
で
突
起
に
触
れ
て

読
む
点
字
に
直
す
こ
と
で
す
。

　

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象
▼
小
学
校
高
学
年
以
上

日　

時
▼
8
月
3
日
㈮
・
4
日
㈯

　
　
　

（
2
日
間
）

場　

所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　

容
▼

①
1
日
目
：
読
み
方　

②
2
日
目
：
書
き
方

受
講
料
▼
無
料

準　

備
▼
筆
記
用
具
、
国
語
辞
典
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
▼
7
月
20
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

8
6
4
4
）

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写
真
に
写
っ

て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
）
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
3
6
）

水
辺
の
安
全
教
室
in
小
瀬
川
2
0
1
2

　

水
難
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
水
辺
の
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
か
ら
、
「
川
の
危
険
か
ら
身
を
守

る
方
法
」
や
「
川
で
人
を
助
け
る
方
法
」
を

座
学
・
実
践
に
よ
り
学
ぶ
と
と
も
に
、
川
遊

び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時
▼
7
月
21
日
㈯

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

場　

所
▼
小
瀬
供
用
会
館
（
岩
国
市
中
央
公

民
館　

小
瀬
分
館
）

と
中な

か

津つ

原は
ら

水
辺
の
楽
校
（
小
瀬
川
河
川
敷

（
両
国
橋
付
近
））

対　

象
▼
小
学
生
と
保
護
者

参
加
費
▼
無
料

募
集
定
員
▼
40
名

募
集
締
切
▼
7
月
9
日
㈪

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
国
土
交
通
省
太
田
川
河
川
事
務
所

　
　

（
☎
0
8
2

｜

2
2
2

｜

9
2
4
6
）

文
化
会
館
の
設
備
に
つ
い
て

●
ト
イ
レ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬
に
か
け
て
、
文

化
会
館
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

一
部
の
大
便
器
を
和
式
か
ら
洋
式
に
取
り

替
え
、
温
水
洗
浄
便
座
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
ロ
ビ
ー
に
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た

　

文
化
会
館
1
階
の
ロ
ビ
ー
（
ら
せ
ん
階
段

の
下
側
）
に
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

行
事
の
際
に
、
荷
物
置
き
場
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
た
森
林
の
整
備

　

山
口
県
で
は
、
本
年
度
も
「
や
ま
ぐ
ち
森

林
づ
く
り
県
民
税
」
を
活
用
し
た
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

荒
廃
し
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
や
繁

茂
拡
大
し
た
放
置
竹
林
で
お
困
り
の
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
対
象
の
森
林
に
は
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
左
記
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

⑴
公
益
森
林
整
備
事
業

　

長
期
間
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て
い
る
36
年
生

以
上
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
を
対
象
に
、

40
%
以
上
の
強
度
間
伐
を
行
い
ま
す
。

⑵
竹
繁
茂
防
止
緊
急
対
策
事
業

　

公
共
施
設
や
住
宅
地
周
辺
な
ど
の
繁
茂
拡

大
し
た
放
置
竹
林
の
、
緊
急
的
な
伐
採
を
行

い
ま
す
。

問
合
せ
▼

岩
国
・
柳
井
農
林
事
務
所
森
林
部

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
29

｜

1
5
6
5
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
4　

内
線
2
0
5
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

1　

等　

4
億
円
×
26
本

前
後
賞　

5,
0
0
0
万
円
×
52
本

2　

等　

5
0
0
万
円
×
52
本

発
売
期
間
▼
7
月
9
日
㈪
〜
27
日
㈮

抽
選
日
▼
8
月
7
日
㈫

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て

　

18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
雇
う

場
合
は
、
労
働
基
準
法
等
に
よ
り
、
次
の
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
1
時
間
6
8
4
円
以
上
の
賃
金
支
払
い
義

務
③
残
業
・
休
日
労
働
の
禁
止

④
深
夜
労
働
（
22
時
か
ら
5
時
ま
で
）
の
禁

止
⑤
危
険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
24

｜

1
1
3
3
）

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
員
▼
1
名

勤
務
先
▼
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

賃　

金
▼
5,
8
0
0
円

勤
務
内
容
▼
学
校
給
食
の
調
理
、
食
器
洗

浄
、
清
掃
業
務
ほ
か

勤
務
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

勤
務
日
▼
給
食
を
実
施
す
る
日
及
び
セ
ン

タ
ー
で
の
作
業
の
あ
る
日

応
募
方
法
▼
履
歴
書
に
必
要
事
項
（
顔
写

真
添
付
）
を
記
入
し
、
申
込
期
限
内
に
教

育
委
員
会
（
文
化
会
館
内
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
▼
7
月
20
日
㈮

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53

｜

3
1
2
3
）

※
勤
務
条
件
、
面
接
日
程
等
は
、
後
日
、

応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。



2 ㎞～5㎞未満
5㎞～10 ㎞未満
10 ㎞～15 ㎞未満
15 ㎞～20 ㎞未満
20 ㎞～25 ㎞未満
25 ㎞～30 ㎞未満
30 ㎞以上

3,500 円
5,000 円
6,500 円
8,900 円
11,300 円
13,700 円
16,100 円

持家　月額 2,000 円
　（5年経過までは 3,000 円）
借家
・月額 23,000 円以下の場合、家
　賃から 12,000 円を控除した額
・月額 23,000 円を超える場合、
　家賃から 23,000 円を控除した
　額の 1/2 に 11,000 円を加算し
　た額（支給額限度額 27,000 円）

課長　給料月額 10％
課長補佐　 8％・7％

1. 配偶者　　　　 　　13,000 円
2. 扶養親族
　1人当たり　　　　　6,500 円
3. 特定扶養親族加算
　（16 歳から 22 歳まで）　5,000 円

扶　養　手　当 管理職手当 住　宅　手　当 通勤手当（自家用車等の場合）

5

6.25

7

8.75

34

42.50

26

32.50

5

6.25

3

3.75

0

0

80

100

区　分

標準的な
事務内容

職員数（人）

構成比（％）

1　級

主　　事

2　級

主　　事

3　級

係　　長
主　　事

4　級

課長補佐
係　　長

5　級

課　　長

6　級

課　　長

7　級

課　　長

計

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木

小 計
教 育
小 計
水 道
国 保
介 護
小 計

平 成 23 年

2

平 成 24 年
対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

公営企業等
会 計 部 門

表7.  級別職員数の状況について（平成 24年 4月 1日現在）

（3）その他の手当について

表8.  部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在：単位　人）

（注）教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。

区分

23 年度

人　口

H23.4.1 現在
6,468 人

歳出額A

千円

人件費B

千円

人件費比率
（B/A）

15.0%

24 年度

表1.  人件費の状況（一般会計当初予算）

H24.4.1 現在
6,589 人

千円 千円

4,889,821 733,266

4,150,014 673,931
16.2%

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

140,100 円

172,200 円

国の制度

140,100 円

172,200 円

表4.  職員の初任給の状況（平成 24年 4月 1日現在）

（注）経験年数加算制度有

区　分

和木町

国

平均給料月額

340,709 円

323,091 円

平均給与月額

409,644 円

363,249 円

平均年齢

42.5 歳

41.9 歳

表5.  職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 24年 4月 1日現在）

和　木　町
（平成 24 年度支給割合）

6月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

職制上の加算措置有

国
（平成 24 年度支給割合）

6月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

職制上の加算措置有

表6.  職員手当の支給状況について
　　　　　　　　　　　　　（平成 24年 6月 1日現在）

（2）時間外手当について
　1. 平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　 深夜勤務（22 時～5時）の場合 25/100 を加算　
　2. 休日時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）

区分 職員数
給　　与　　費

給　料 職員手当 共済費 計

千円 千円 千円 千円
304,427 146,160 102,100 552,687 

24年度 77 人

表2.  職員給与費（一般会計当初予算）

（注）職員数に教育長を含む。

区　分 給料月額等 期　末　手　当

町 長

副町長

教育長

議 長

副議長

委員長

議 員

738,150 円

611,520 円

567,450 円

290,000 円

239,000 円

221,000 円

216,000 円

表3.  特別職等の報酬状況（平成 24年 6月 1日現在）

（支給月）
6月期
12 月期
計

（支給割合）
1.40 月分
1.55 月分
2.95 月分

（職制上の加算措置有）

（注）1. 和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　　2. 職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

2
17
6
11
5
1
9

1
1
4
6
81

51
24
24

2
18
6
10
6
1
9

1
1
4
6
81

52
23
23

0
－1
0
1
－1
0
0

0
0
0
0
0

－1
1
1

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種
　　　委員等）の給与、報酬を含みます。

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外
　　　手当は、支給されません。

（注）平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手
　　　当、住居手当等を加えたものです。
　　　国とは、国家公務員の統計で、平成23 年 4月1日現在
　　　の数値です。
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20 ㎞～25 ㎞未満
25 ㎞～30 ㎞未満
30 ㎞以上

3,500 円
5,000 円
6,500 円
8,900 円
11,300 円
13,700 円
16,100 円

持家　月額 2,000 円
　（5年経過までは 3,000 円）
借家
・月額 23,000 円以下の場合、家
　賃から 12,000 円を控除した額
・月額 23,000 円を超える場合、
　家賃から 23,000 円を控除した
　額の 1/2 に 11,000 円を加算し
　た額（支給額限度額 27,000 円）

課長　給料月額 10％
課長補佐　 8％・7％

1. 配偶者　　　　 　　13,000 円
2. 扶養親族
　1人当たり　　　　　6,500 円
3. 特定扶養親族加算
　（16 歳から 22 歳まで）　5,000 円

扶　養　手　当 管理職手当 住　宅　手　当 通勤手当（自家用車等の場合）

5

6.25

7

8.75

34

42.50

26

32.50

5
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公営企業等
会 計 部 門
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　　　2. 職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。
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知っておこう！知っておこう！知っておこう！知っておこう！

国民健康保険料の決まり方国民健康保険料の決まり方国民健康保険料の決まり方国民健康保険料の決まり方

国民健康保険料＝
医療分+支援金分

※介護分の負担はありません。

国民健康保険料＝
医療分+支援金分＋介護分

（合わせて納付）
※同じ世帯の40歳～64歳以外の
方は介護分の負担はありませ
ん。

国民健康保険料＝
医療分+支援金分

介護保険料＝介護分
※介護保険料は、老齢（退職）
年金等が年額18万円（月額
15,000円）以上の方は年金か
ら天引きされ、それ以外の方
は別に納付書で納めます。

後期高齢者医療制度の創設により国民健康保険加入者が減った世帯には、次のような措置がとられます。
○保険料軽減判定時に、創設前と同様の軽減措置を受けられるように、 5年間、後期高齢者医療制度に移った方
の所得と人数も含めて軽減判定を行います。
○同じ世帯の人が後期高齢者医療制度に移ったために、国民健康保険加入者が 1人になった場合、平等割額（介
護分は除く）を 5年間 2分の 1にします。
泫ただし、世帯主が変わったり、国民健康保険加入者だった人が世帯から出た場合は対象外になります。

問合せ▶税務課（☎52―2193）

所 得 割　（総所得金額－33万円）円×料率（6.1）％＝　①　円
均 等 割　一人当たり（24,500）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円
平 等 割　一世帯当たり　③19,700円

医療分

所 得 割　（総所得金額－33万円）円×料率（2.3）％＝　①　円
均 等 割　一人当たり（9,200）円×世帯の加入数（　）人=　②　円
平 等 割　一世帯当たり　③7,400円

後期高齢者
支援金分

所 得 割　（総所得金額－33万円）円×料率（2.4）％＝　①　円
均 等 割　一人当たり（11,200）円×世帯の加入数（　）人=　②　円
平 等 割　一世帯当たり　③6,500円

介護分

※国保加入の届出が遅れた場合、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので､ご注意ください。

※保険料の上限額（賦課限度額）は医療分51万円、支援金分14万円、介護分12万円です。

保険料の軽減

世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。

※軽減判定所得は、 4月 1日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他
　の社会保険等）の所得を含めます。

泫 低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置は
　できませんのでご注意ください。 　世帯内に国保の加入者がいれ

ば、世帯主が国保の加入者であ
るなしにかかわらず、保険料を
納めるのは世帯主です。（保険
料が賦課されるのは加入者分の
みです。）
　ただし、届出により条件を満
たせば、国保制度上の世帯主を
変更できます。

　介護保険に加入する資格がで
きる40歳の誕生日の月（誕生日
が 1 日の人はその前月）から介
護分を納めます。資格取得後、
月割りで計算した介護分と医療
分を合わせた新しい保険料額
を、改めてお知らせします。

　介護保険の第 1 号被保険者に
なる65歳の誕生日の次の月（誕
生日が 1 日の人はその月）か
ら、介護保険料の納付方法が変
わります。第 2 号被保険者とし
ての介護分の保険料は 1 年間で
按分して計算していますので二
重払いにはなりません。

保険料を納めるのは
世帯主

年度の途中で
40歳になるとき

年度の途中で
65歳になるとき

①＋②＋③＝医療分

①+②+③=支援金分

①+②+③=介護保険分

医療分 支援金分

年間保険料額

介護分

皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。
所得割額▶加入者の所得に応じて計算されます。
均等割額▶加入者 1人につき医療分24,500円、支援金分9,200円（介護分は11,200円）
平等割額▶ 1 世帯当たり医療分19,700円、支援金分7,400円（介護分は6,500円）

40歳～64歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されるので、国保料は年齢に応じて次のようになります。

40歳未満の方 40歳～64歳の方
介護保険の第２号被保険者

65歳以上の方
介護保険の第１号被保険者

33万円以下の世帯

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）以下の世帯

33万円＋（35万円×世帯に属する被保険者数）以下の世帯

7 割

5 割

2 割

軽減割合 軽減対象世帯
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6
月
8
日
、
山
口
県
国
公
立
幼
稚
園
連
盟

主
催
の
教
育
研
究
大
会
が
和
木
幼
稚
園
で
行

　

6
月
5
日
、
和
木
小
学
校
で
人
権
の
花
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
沖
永

保
之
さ
ん
、
得
能
尚
子
さ
ん
か
ら
、
重
岡
良

典
校
長
に
ひ
ま
わ
り
の
種
な
ど
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
が
相
互
に
協
力
し
な
が
ら

花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
命
の
大
切
さ
や

優
し
さ
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
を
体
得
さ
せ

人
権
思
想
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

6
月
3
日
に
岩
国
市
役
所
で
開
催
さ
れ
た

「
即
席
競
書
大
会
」
で
、
5
0
3
人
の
参
加

者
の
中
か
ら
和
木
小
・
中
学
校
の
8
名
が
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
努
力
を
重
ね
て
腕
前
が
上
達
す
る
よ
う

頑
張
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
書
道
を

み
ん
な
の
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
広
め
て

く
だ
さ
い
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
岩
国
市
文
化
協
会
長
賞
】

　

田
中　

星せ
い

香か

（
中
3
）

【
中
国
新
聞
社
賞
】

　

中
西　

月る

輝な

（
小
1
）

　

上
田　

来ら
い

希き

（
小
2
）

　

秋
﨑　

彩あ
や

香か

（
小
3
）

　

中
川　

大だ
い

樹き

（
小
4
）

【
書
写
教
育
研
究
会
長
賞
】

　

上
田　

萌も
え

香か

（
小
1
）

　

中
川　

瑞み
ず

希き

（
小
1
）

　

山
根　

大た
い

樹き

（
小
5
）

　

６
月
５
日
、
和
木
小
学
校
４
年
生
67
人

が
、
小
瀬
川
の
河
口
に
す
む
生
き
物
を
観
察

す
る
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
学
習
の
目

的
は
、
水
辺
に
す
む
生
き
物
を
観
察
す
る
こ

と
を
と
お
し
て
、
身
近
な
環
境
へ
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
水
辺
の
教
室
」
と
い
う
学
習

名
を
設
定
し
、
和
木
町
在
住
の
村
本
正ま

さ

治は
る

さ

ん
・
禎
子
さ
ん
（
県
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
：
体

験
型
環
境
学
習
指
導
者
）
に
観
察
の
方
法
や

生
き
物
の
種
類
を
教
わ
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
干
潟
が
広
が
る
小
瀬
川
の
河
口
に

入
り
、
岩
の
下
や
潮
だ
ま
り
で
カ
ニ
や
貝
を

た
く
さ
ん
見
つ
け
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。
モ

ク
ズ
ガ
ニ
や
マ
ハ
ゼ
な
ど
多
く
の
種
類
の
生

き
物
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
瀬
川
が
ご
み
で
汚
れ
た
ら
、
た

く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
村
本
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
教
わ
り
、
環

境
保
全
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
教
育
関
係
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

和
木
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
教
師
全
員
に

よ
る
合
同
研
修
会
を
開
く
な
ど
、
幼
・
小
・

中
の
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

和
木
小
5
年
生
と
和
木
中
3
年
生
が
幼
稚
園

を
訪
れ
、
園
児
た
ち
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

年
長
児
の
ク
ラ
ス
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
。
小
学
生
が
自
分
た
ち
で
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
、
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
使
っ
て
園
児
一
人
一
人
に
素
敵
な
衣
装
を

作
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

年
中
児
の
ク
ラ
ス
で
は
、
中
学
生
が
手
作

り
の
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。

　

互
い
の
成
長
を
認
め
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
温
か
な
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

水
辺
の
教
室
～
体
験
学
習
～

和
木
幼
稚
園
で
教
育
研
究
大
会
を
開
催

小
学
校
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
寄
贈

即
席
競
書
大
会
で
特
別
賞

重岡校長に種などを寄贈する沖永さん（右）

お兄ちゃんお姉ちゃんに作ってもらった衣装を披露



　

6
月
に
文
化
協
会
所
属
の
5
団
体
（
写
真

の
4
団
体
及
び
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）
の

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

6
月
9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

た
山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
写
真
の
部
に

お
い
て
、
依よ
り

田た

一か
ず

司し

さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）

が
見
事
「
は
つ
ら
つ
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

依
田
さ
ん
は
、
和
木
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
に
所

属
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
ク
ラ
ブ
の

撮
影
旅
行
の
途
中
、
倉
敷
美
観
地
区
で
偶
然

行
わ
れ
て
い
た
結
婚
式
で
1
組
の
川
下
り
の

光
景
に
出
合
い
、
2
人
の
清
々
し
い
門
出
を

祝
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
も
の
だ
そ
う

で
す
。

　

依
田
さ
ん
は
「
入
賞
し
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
あ
ざ
み
の
会
」
の
神
園
静
美
さ
ん
と
坪

井
悦
子
さ
ん
か
ら
、
二
点
の
ち
ぎ
り
絵
作
品

を
役
場
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役

場
2
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10

　

交
通
安
全
に
取
り
組
む
活
動
が
認
め
ら

れ
、
村
上
忠
行
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）
が
交

通
安
全
功
労
者
表
彰
（
交
通
安
全
山
口
県
対

策
協
議
会
長
名
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
交
通
安
全
協
会
和
木
分
会
の

会
員
と
し
て
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
高
齢
者
安
全
運
転
推
進
講
習
会
等
に

参
加
し
、
長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

和
木
町
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
で
入
賞

生
涯
学
習
の
ま
ち

交
通
安
全
功
労
者
表
彰 依田　一司さん

受賞した依田さんの作品

6 月10日　創立35周年記念コーラス「あひる」
第 8 回定期演奏会　　　

6月3日　かおり会民謡の祭典

第 9 回あざみの会展示会 和木美術教室　第14回絵画作品展

村上　忠行さん
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手
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
青
い

鳥
」（
和
木
四
丁
目
：
牧
島
美
智
江
代
表
）

に
よ
る
毎
年
恒
例
の
展
示
即
売
会
が
シ
ン
フ

　

6
月
9
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
上
岡
宗
三

会
長
）
主
催
の
「
平
成
24
年
度
和
木
町
福
祉

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
種
社
会
福
祉
関

係
者
や
町
民
の
方
々
な
ど
約
2
5
0
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
式
典
で
は
、
社
会
福
祉
功
労
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
講
演
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
総
合
福
祉
会
館
で
、
つ
く
し
会

に
よ
る
カ
レ
ー
の
配
食
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

ー
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内

容
を
紹
介
す
る
展
示
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の

方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

に
よ
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
拡
大
防

止
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
は
、
日
常
の
購
買
活

動
を
通
じ
た
食
品
表
示
や
衛
生
管
理
等
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

発
見
し
た
不
適
正
な
食
品
の
取
扱
い
等
の
報

告
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の

食
の
安
全
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

消
費
生
活
や
食
の
安
心
・
安
全
の
こ
と
で

お
困
り
の
と
き
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

久
保
千
枝
子
（
☎
53
―
2
7
3
8
）

　

5
月
15
日
、
久
保
千
枝
子
さ
ん
（
和
木
2

丁
目
）
が
山
口
県
か
ら
「
く
ら
し
の
安
心
推

進
員
」
及
び
「
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
」
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
は
、
悪
徳
商
法
等

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
・
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
に
久
保
千
枝
子
さ
ん

　

こ
の
事
業
は
、
昨
年
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
各
地
で
発
生
し
た
災
害
に
お
け
る
復

興
支
援
活
動
等
で
、
改
め
て
確
認
さ
れ
た
青

年
部
の
地
域
に
お
け
る
『
絆
』
に
つ
い
て
、

今
後
も
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
6
月
10
日
の
商
工
会
の
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
。　

　

和
木
町
商
工
会
青
年
部
（
小
林
弘
典
部

長
）
で
は
、
役
場
前
花
壇
を
季
節
ご
と
に
植

替
え
、
皆
さ
ん
の
癒
し
に
な
る
よ
う
年
に
1

回
で
は
な
く
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。（
和
木
町
商
工
会
）

ォ
ニ
ア
岩
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
32
回

目
の
今
年
は
「
愛
の
灯
」
を
テ
ー
マ
に
、
心

の
こ
も
っ
た
手
作
り
作
品
が
展
示
・
販
売
さ

れ
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
和

木
町
か
ら
も
手
作
り
作
品
の
グ
ル
ー
プ
や
ク

ロ
ー
バ
ー
の
パ
ン
が
出
店
し
ま
し
た
。
ク
ロ

ー
バ
ー
の
パ
ン
は
大
好
評
で
、
早
々
に
完
売

し
販
売
員
の
松
長
さ
ん
は
、
パ
ン
を
載
せ
る

竹
で
編
ん
だ
皿
を
振
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。

　

収
益
金
は
、
今
年
も
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
へ
の
義
援
金
と
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

牧
島
代
表
が
36
歳
の
時
に
始
め
た
こ
の
活

動
の
「
愛
の
灯
」
が
、
い
つ
ま
で
も
絶
え
な

い
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

「
愛
の
灯
」
を 

―
青
い
鳥
グ
ル
ー
プ
―

助
け
あ
い
心
の
通
う
ま
ち
づ
く
り 
―
福
祉
ま
つ
り
―

商
工
会
青
年
部
全
国
統
一
事
業
「
絆
・
感
謝
運
動
」

右が牧島さん

久保千枝子さん

点訳すばるの会　新田久子さんの発表



　平成24年 6月現在、屋内運動場のある 1期工事
部分は 3階のコンクリート打設まで完了し、１階
の内装工事に着手し始めています。 2期工事部分
については、 6月初旬より着工し、現在、杭工事
を行っているところです。新しい屋内運動場につ
いては、今年12月からの使用を予定しており、順
調に工事は進んでいます。全ての工事が完了し、
新校舎が完成するのは平成25年 3月となります。
※ 1期工事：玄関・屋内運動場・職員室等
※ 2期工事：普通教室・特別教室

和木小学校新築工事について和木小学校新築工事について
◆進行状況について

　平成24年 6 月より工事車両進入路が変更とな
り、北側道路（小瀬川沿い）からの出入りに加
え、南側道路からも車輌が出入りするようになり
ました。工事車両の出入りの際には、交通誘導員
を配備する等の安全対策を行います。近隣の皆さ
まにはご迷惑をおかけしますが、なにとぞご理解
とご協力をお願い申し上げます。

◆工事車両進入路変更のお知らせ

▲工事現場の様子（手前：1期工事、奥：2期工事）

　
　【

ご
提
言
】

　

体
育
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
町
民

庭
球
場
）
は
、
体
協
テ
ニ
ス
部
や
中
学
校

テ
ニ
ス
部
、
ま
た
は
一
般
利
用
者
と
町
内

を
は
じ
め
町
外
の
方
も
含
め
多
く
の
方
が

ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ト
は
、
現
在
ク
レ
ー
コ
ー
ト
（
土

の
コ
ー
ト
）
で
す
が
、
以
下
記
入
の
理
由

に
よ
り
全
天
候
型
コ
ー
ト
（
人
工
芝
：
オ

ム
ニ
コ
ー
ト
）
へ
の
変
更
整
備
を
希
望
い

た
し
ま
す
。

◆
主
な
理
由

・
当
日
の
雨
天
は
勿
論
、
前
日
や
使
用
直

前
ま
で
の
降
雨
、
積
雪
に
よ
っ
て
は
使

用
不
可
と
な
る
。

・
冬
季
に
お
い
て
は
、
早
朝
の
霜
の
影
響

に
よ
り
晴
天
で
あ
っ
て
も
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
。

・
美
術
館
完
成
以
降
、
コ
ー
ト
南
側
の
一

部
は
終
日
日
陰
と
な
る
た
め
、
コ
ー
ト

の
ぬ
か
る
み
が
残
る
。

・
ク
レ
ー
コ
ー
ト
の
場
合
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
バ
ウ
ン
ド
が
多
く
試
合
や
練
習
に

影
響
が
多
い
。

・
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
等
も
剥
れ
易
く
頻
繁
に

補
修
が
必
要
で
あ
る
。

・
コ
ー
ト
内
や
南
側
の
ぬ
か
る
み
に
よ
り

足
を
滑
ら
せ
た
り
ラ
イ
ン
テ
ー
プ
に

引
っ
掛
か
り
怪
我
が
多
い
。

・
一
部
の
有
志
に
よ
り
、
コ
ー
ト
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
作
業

 

に
は
か
な
り
の
技
術
資
材
と
労
力
が
必

要
な
た
め
、
十
分
な
レ
ベ
ル
の
作
業
が

行
え
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。

　

天
候
の
影
響
に
よ
る
利
用
不
可
の
解

消
、
特
に
高
齢
者
や
中
学
生
の
怪
我
の
リ

ス
ク
軽
減
の
た
め
に
も
是
非
ご
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】

　

い
つ
も
体
育
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
全
天
候
型
コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）」

の
県
内
の
設
置
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

岩
国
市
で
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
が
16
面
あ
る
な

ど
、
県
内
各
地
に
多
く
の
オ
ム
ニ
コ
ー
ト

が
整
備
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
庭
球
場
の
利
用
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
体
育
協
会
を
中
心
に
町
内
外
の
多

く
の
方
々
を
は
じ
め
、
中
学
校
テ
ニ
ス
部

の
生
徒
が
利
用
し
て
お
り
、
中
学
生
対
象

の
大
会
で
は
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
を
使
用
す
る

例
も
あ
り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
も
硬
式
テ
ニ
ス

も
利
用
が
可
能
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
庭
球
場
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
提
言
の
内
容
は
十

二
分
に
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
改
修

に
伴
う
財
源
の
確
保
等
、
今
後
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら

提言
箱
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は

ち

が

み

ね作
品
募
集
！

ね
品
募
集
！

子
供
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

子
供
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

13

　

平
成
20
年
度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
き
ま
し
た
が
、

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
よ
り
耐
震
診

断
の
み
国
・
県
・
町
が
費
用
の
全
額
を
負
担
し
、
所
有

者
は
無
料
と
な
り
ま
す
。
診
断
に
つ
い
て
は
、
㈳
山
口

県
建
築
士
会
か
ら
建
築
士
（
耐
震
診
断
員
）
が
派
遣
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56
年
5
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
な
ど

（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
無
料
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
▼
4
戸
程
度

　

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

募
集
期
間
▼
7
月
2
日
〜
9
月
28
日

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣
は
、
10
月
以
降
と
な
り
ま

す
。

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
▼
2
戸

　

募
集
期
間
▼
7
月
2
日
〜
9
月
28
日

　

補
助
限
度
額
▼
60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐
震
診
断

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼

都
市
建
設
課　

管
理
係

　
　
　

（
☎
52

｜

2
1
9
7
）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
制
度

募
集
テ
ー
マ
▼
「
新
し
い
命
・
ポ
ニ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
」

募
集
作
品
▼
ポ
ニ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間
▼
7
月
25
日
〜
8
月
31
日

応
募
点
数
▼
1
人
1
点

大
き
さ
▼
八
つ
切
り
の
画
用
紙
（
27 

cm
×
36 

cm
）

表
現
材
料
▼
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆
、
カ
ラ
ー
ペ

ン
な
ど
自
由
で
す
。

（
た
だ
し
デ
ジ
タ
ル
作
品
は
対
象
外
で
す
。）

応
募
部
門
▼

　

⑴
3
歳
か
ら
6
歳
部
門

　

⑵
小
学
1
年
生
か
ら
2
年
生
部
門

　

⑶
小
学
3
年
生
か
ら
4
年
生
部
門

　

⑷
小
学
5
年
生
か
ら
6
年
生
部
門

提
出
方
法
▼
左
記
の
項
目
を
作
品
の
裏
に
ご
記
入
の
う

え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
記
入
項
目
：
氏
名
、
学
年
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

●
提
出
先
：
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

発　

表
▼
厳
正
な
審
査
の
う
え
、
金
、
銀
、
銅
賞
を
発
表

し
ま
す
。

問
合
せ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会

　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52

｜

3
7
5
1
）

　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
飼
育
し
て
い
る
ポ
ニ
ー
「
ア
イ
」

も
、
「
コ
ハ
ル
」
に
引
き
続
き
６
月
７
日
に
元
気
な
赤
ち

ゃ
ん
を
生
み
ま
し
た
。

　

ア
イ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
メ
ス
で
体
は
黒
く
、
４
本
の
足

が
白
い
と
て
も
小
さ
く
可
愛
ら
し
い
ポ
ニ
ー
で
す
。

　

ア
イ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
愛
称
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
和
木
町
役
場
都
市
建
設
課
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
和
木

町
役
場
・
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
棟
に
備
え
付
け
て
あ
る

応
募
用
紙
・
応
募
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
数　
　
　

優
秀
愛
称
1
点

◆
募
集
期
間　
　

7
月
1
日
〜
31
日

◆
愛
称
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

◆
応
募
・
問
合
せ

〒
7
4
0

｜

8
5
0
1

和
木
町
和
木
1
丁
目
1

｜

1　

和
木
町
役
場
都
市
建
設
課

（
☎
52

｜

2
1
9
8
）
（　

52

｜

7
2
7
9
）



　法律の改正に伴い、平成24年（2012年） 7 月 9 日㈪から、外国人住民の登録制度が変更になります。こ
れにより、外国人登録制度は廃止され、外国人住民の皆さまは住民基本台帳制度の対象となります。

◆外国人住民の方の住民票を作成します。
　外国人住民についても住民票が作成され、日本人と外国人住民とが世帯ごとに編成され、住民基本台帳が
作成されます。これにより、外国人住民に対しても住民票の写し等が発行可能になります。

◆「在留カード」または「特別永住者証明書」が交付されます。
　外国人登録制度が廃止されるため、「外国人登録証」に替わり、中長期在留者の方には「在留カード」
が、特別永住者の方には「特別永住者証明書」が交付されます。
　なお、「外国人登録証明書」は、施行後の一定期間は「在留カード」または「特別永住者証明書」として
みなされますので、その期間内に切り替えることになります。それまでは引き続き、「外国人登録証明書」
を所持してください。

◇在留カード
　中長期滞在者（入管法上の在留資格を持って日本に 3 ヵ月を超えて在留する外国人）に対し、上陸許可
や、在留資格の変更許可など、在留期間の更新許可など、在留に係る許可に伴って入国管理局で交付されます。

◇特別永住者証明書
　特別永住者に対して交付されます。交付される場所は従来どおり役場の窓口です。
「外国人登録証明書」が「在留カード」または「特別永住者証明書」とみなされる期間
　施行日（平成24年（2012年） 7 月 9 日）の時点において外国人の方が有する在留資格及びその年齢によ
り、外国人登録証明書が在留カードまたは特別永住者証明書とみなされる期間は次のようになります。

問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

　和木町では、平成24年 7 月 9 日から、個人の権利の侵害を防ぐために、戸籍謄抄本等を本人の代理人及
び第三者に交付したときに、本人にその事実を郵送でお知らせする「登録型本人通知制度」を実施します。

◆登録型本人通知制度の概要
　登録型本人通知制度は、和木町に本籍や住民登録がある（あった）方が事前に登録することにより、その
方に係る戸籍謄抄本や住民票の写し等を、本人の代理人及び第三者に交付した場合にその交付した事実につ
いて登録者本人にお知らせする制度です。
　手続きに必要なものなど、詳細は下記へお問合せください。
問合せ▶住民サービス課（☎52－2194）

戸籍謄本等の交付に係る「登録型本人通知制度」

外国人住民の皆さまへ
外国人住民の登録制度が7月9日から変更になります

永住者
16歳以上
16歳未満

16歳以上

16歳未満

16歳以上

16歳未満
16歳以上
16歳未満

平成27年（2015年） 7 月 8 日まで
平成27年（2015年） 7 月 8 日
16歳の誕生日
在留期間の満了日
平成27年（2015年） 7 月 8 日
在留期間の満了日
平成27年（2015年） 7 月 8 日
16歳の誕生日
次回確認（切替）申請期間の始期である誕生日まで
確認申請期間が改正法施行期日（2012年 7 月 9 日）から
3年以内に到来する方については、施行期日から 3年以内に
換えていただければ大丈夫です。
16歳の誕生日まで
在留期間の満了日まで
在留期間の満了日
16歳の誕生日

いずれか早い日まで

いずれか早い日まで

いずれか早い日まで

特別永住者

それ以外の
在留資格

特定活動
特定研究活動等
により「５年」
の在留期間を付
与されている者
に限ります。

いずれか早い日まで
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後期高齢者医療制度の
「限度額適用・標準負担額減額認定証」に関するお知らせ
後期高齢者医療制度の
「限度額適用・標準負担額減額認定証」に関するお知らせ
●後期高齢者医療制度の被保険者で、住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認
定証」（減額認定証）の交付を受けることができます。
●この減額認定証を医療機関に提示することで、医療機関での窓口負担が一定額までとなり、入院
時の食事代や居住費も減額されます。
●減額認定証の交付を受けるには申請が必要です。申請は随時受け付けておりますので、後期高齢
者医療制度の被保険者証をご持参のうえ、保健福祉課窓口にて手続を行ってください。
●なお、減額認定証は、申請を行った月の初日から有効となります。

現在交付されている減額認定証の有効期限は、 7月31日までとなっています。
現在、減額認定証をお持ちの方で…
① 8月以降の認定区分が「区分Ⅰ」（＊ 1）の該当となる方
→ 8 月上旬に新しい減額認定証を直接送付します。申請書提出の必要はありません。減額認定
証受領後は、医療機関へご提示ください。

② 8月以降の認定区分が「区分Ⅱ」（＊ 2）の該当となる方
→ 7 月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」と「申請書」を送付しま
すので、必ず 8 月31日までに申請書を提出し、更新の手続をしてください。減額認定証は申
請を行った月の初日から有効となりますので、 9月1日以降に申請すると、減額認定されない
空白の月が生じることになります。

　なお、現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その減額認定証の有効期間内の入院日数
の合計が91日以上の場合は、申請することで食事代が更に減額されます。申請の際は病院の領収
証など、入院日数の分かる書類をご持参ください。
※「区分Ⅱ」に該当する方については、直近の入院状況について正確な確認を期すために、申請
書を提出していただき更新することにしております。

＊ 1   区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が 0円（年金収入は控除額を80
　　　　万円として計算します）または老齢福祉年金受給者

＊ 2   区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰ以外の方）

※同一世帯内に住民税の申告等がお済みでない方がいらっしゃる場合（未申告の状態）、本来の負
担区分判定ができないことがあります。その際は、税務課の窓口にて、まず申告をしていただ
くようお願いします。

申請・更新場所▶保健福祉課
必要なもの▶①後期高齢者医療制度の被保険者証

②現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、23年度の認定期間内の入院日数の合
計が91日以上の場合、入院日数が確認できる書類（病院の領収証など）

    　　　問合せ▶保健福祉課（☎52―2195）
    　　　　　　　山口県後期高齢者医療広域連合（☎083―921―7111）

現在お持ちの方へ（更新のお知らせ）
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16

●
70
歳
～
74
歳
の
方
へ

　

〜
高
齢
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
〜

　

70
〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
方
へ
は
、
高
齢
受
給
者
証
を

お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
今

月
31
日
で
す
。

　

8
月
以
降
に
ご
使
用
い
た
だ
く
受
給
者
証
を
、
今
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
そ
の
他
ご
不
明
な

点
は
保
健
福
祉
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

　

国
保
に
加
入
し
た
り
、
脱
退
す
る
と
き
は
、
14
日
以
内
に

保
健
福
祉
課
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
は
、
加
入
や
脱
退
の
事
実
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

※
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
な
い
期
間
の
医
療
費
が
、
全
額
自
己
負
担

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
資
格
を
外
れ
た
あ
と
に
国
保
の
被
保
険
者
証
で
受
診
し
た

医
療
費
が
あ
る
場
合
、
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

届
け
出
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
加
入
す
る
と
き
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
の
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
離
職
票

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
年
金
証
書

●
脱
退
す
る
と
き
必
要
な
も
の

　

社
会
保
険
の
被
保
険
者
証
（
対
象
者
全
員
分
）
ま
た
は
資

格
取
得
証
明
書

　

国
保
の
被
保
険
者
証
（
返
却
の
た
め
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の
医
療
費
の
個
人
負

担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ

ま
す
。

◎
乳
幼
児
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
児
童

【
要　

件
】
父
母
の
町
民
税
所
得
割
の
課
税
額
が
合
算
額
で

1
3
6,
7
0
0
円
以
下

◎
ひ
と
り
親
家
庭
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年
次
ま
で
）
の
者
と
そ
の
父
ま
た
は

母【
要　

件
】
町
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

※
乳
幼
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
町
民
税
の
所
得
制
限
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
8
月
か
ら
は
、
年
少
扶
養
控
除
等
廃
止
の

影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
扶
養
控
除
が
あ
っ
た
も
の
と
し

て
再
計
算
し
た
額
で
判
断
し
ま
す
。

◎
こ
ど
も
安
心
医
療
（
町
制
度
）

【
対
象
者
】
中
学
3
年
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

【
要　

件
】
他
の
福
祉
医
療
制
度
（
重
度
心
身
障
害
者
・
乳

幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）
に
該
当
し
な
い
児
童

　

申
請
の
受
付
は
、
7
月
9
日
㈪
か
ら
保
健
福
祉
課
窓
口
で

行
い
ま
す
。

　

申
請
書
、
印
か
ん
、
助
成
制
度
の
対
象
と
な
る
方
の
被
保

険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

9
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
、
有
効
期
間
が
申
請
月
の
初

日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も

8
月
末
ま
で
に
は
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

　

現
在
発
行
し
て
い
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

（
被
保
険
者
証
）
は
有
効
期
限
が
7
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
（
み
ど
り
色
）
は
、
7
月
中
旬
に
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
被
保
険
者
証
は
、
8
月
1
日
か
ら

ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
（
う
す

い
む
ら
さ
き
色
）
は
、
8
月
1
日
以
降
使
え
ま
せ
ん
の
で
各

自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
は
不
要
で
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

　
　
　
　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
0
8
3

｜

9
2
1

｜

7
1
1
1
）

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30

歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の

状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
保
健
福
祉
課
ま
た
は
岩
国
年
金
事
務
所
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平
成
24
年
7
月
1
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
平
成
24
年
7
月
か
ら
平
成
25
年
6
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と

し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
7
月
に
申
請
す
る
場
合
は
、
平
成
23

年
7
月
か
ら
平
成
24
年
6
月
分
ま
で
の
期
間
（
前
一
年
間

分
）
に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
7
月
に
前

一
年
間
分
の
免
除
等
も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
2

枚
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52

｜

2
1
9
5
）

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

国
保
被
保
険
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
す
み
で
す
か
?
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放課後子ども教室「わきあいキッズ」放課後子ども教室「わきあいキッズ」放課後子ども教室「わきあいキッズ」
　「わきあいキッズ」では、様々な活動を、地域
の方々のご協力のもとに行っています。 7月の予
定は以下の通りです。ご都合がつくようでした
ら、子どもたちの様子をご覧になってください。

●外・昔あそび
4日㈬、11日㈬　15時30分～17時30分
場　所：瀬田分館、瀬田遊園地
●造形あそび
7日㈯、27日㈮、30日㈪
9時～14時30分
場　所：やきもの工房
●自然観察
19日㈭【雨天時20日㈮】
13時30分～16時30分
場　所：通津美が浦海水浴場
●弓道
31日㈫　9時～11時
場　所：蜂ヶ峰弓道場

　

6
月
3
日
、
美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
岩
国
地
域
子
ど
も
会
の
集

団
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
和
木

町
か
ら
は
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

に
先
立
ち
、
岩
国
地
域
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
表
彰
と
し
て
、
和
木
町
か

ら
は
次
の
と
お
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
団
体
表
彰
の
部
】

　

◎
山
の
手
子
ど
も
会

　

◎
瀬
田
子
ど
も
会

　

◎
前
組
子
ど
も
会

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
講
義

「
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
」

講
師
：
山
口
県
子
ど
も
会
連
合
会

　
　

専
門
委
員　

住
田
旭
昭　

先
生

●
事
例
発
表

「
少
子
化
問
題
を
抱
え
る
美
川
の
子

ど
も
会
活
動
に
つ
い
て
」

発
表
者
：
岩
国
市
子
ど
も
会
連
合
会

美
川
支
部

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
大
人
も
子
ど
も
も
笑
顔
に
な
り
ま

し
ょ
う
」

講
師
：
山
口
県
子
ど
も
会
連
合
会

　
　

専
門
委
員　

山
下
昌
彦　

先
生

　

楽
し
く
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の

子
ど
も
会
活
動
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

5
月
26
日
、
和
木
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅
美
会
長
）
が
、

小
学
校
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
を
、
学
校

や
地
域
で
発
揮
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

町
子
連
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修

▲「みんなで作っておい
しい食事」
指導：和木町食生活改善
　　推進協議会の皆さん

▲「食べることについて
考えよう」
講師：管理栄養士
　　　清原亜美先生

▼「竹で作って飛ばそう
～輪ゴム銃、竹とんぼ」
講師：横峯信芳さん

ミニバスミニバス

野　球野　球

体　操体　操

剣　道剣　道

里山教室（芋の苗植え）里山教室（芋の苗植え）

造形あそび造形あそび

17



○は「ゆびとま」おはなし会の日

■白字は図書館休館日

木水火月日 金 土

図書館利用の際には…
・館内での飲食禁止
・館内での話し声は静かに　
・本を汚したり、書き込み、切り抜きをしない
※資料の水ぬれ注意
・携帯電話の通話は禁止（マナーモードに！）
・館内は走らない
・荷物を置いたまま長時間席を離れない
・ゴミは各自で持ち帰る
など、公共でのマナーに気をつけ、利用される皆
さんが、気持ちよく図書館を使えるようにご協力
をお願いします。

【図書館からのお願い】

「読書感想文課題図書」
「読書感想画指定図書」
　読書感想文・感想画の課
題・指定図書を読んでみま
せんか？読みたい資料が貸
出中の際には…予約も出来
ます！
　詳しくは、お問合せください。
問合せ▶図書館
　　　 （☎54－0222）

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

6
13
20
27

7
14
21
28

7月の休館日

＜CD＞

＜一般書＞

☆REBIRTH1～re-make best～／角松敏生
☆ぱみゅぱみゅレボリューション／きゃりーぱみゅぱみゅ
☆Just Crazy／チャン・グンソク
☆TULIP40／チューリップ
☆VOCALIST VINTAGE／徳永英明
☆Stay Alive／長渕剛
☆Best of Hilcrhyme～GOLD～／Hilcrhyme
☆Very Very／松田聖子
☆HEART／Ms.OOJA
☆ヴィーナス・ジャズ・ラウンジ～リラクシン・アフタヌーン・
　ティー・タイム
☆グラミー・ノミニーズ2012

『雷の波濤』 船戸与一著
『烏に単は似合わない』 阿部智里著
『二重生活』 小池真理子著
『残月あそび』 村松友視著
『東京タワーが見えますか。』 江上剛著
『花のさくら通り』 荻原浩著
『父、断章』 辻原登著
『烈しい生と美しい死を』 瀬戸内寂聴著

＜児童書・絵本＞

『暗転』 堂場瞬一著
『少年は残酷な弓を射る　上・下』
 ライオネル・シュライバー著　光野多恵子ほか訳

『サースキの笛がきこえる』
 エロイーズ・マッグロウ作　丹地陽子絵　斎藤倫子訳
『みぢかなしぜんで　はやくちことば　むしのまき』
 平田昌広作・絵
『セミとわたしは　おないどし』
 高岡昌江文　さげさかのりこ絵
『ねこの手かします　～たこやきやのまき～』
 内田麟太郎作　川端理絵画
『あらしのよるにスペシャル　ごちそうがいっぱい』
 きむらゆういち作　あべ弘士絵
『おしえて　おしえて』
 マーカス・フィスター作・絵　谷川俊太郎訳
『ゆっくりおやすみ　にじいろのさかな』
 マーカス・フィスター作・絵　谷川俊太郎訳
『オバケの長七郎』
 ななもりさちこ作　きむらなおよ絵
『日本列島の大研究』 猪郷久義監修
『真夜中の動物園』 
 ソーニャ・ハートネット著　野沢佳織訳

日　時▶ 7 月21日㈯
 10時30分～11時
 おはなし会サークル
 「ゆびとま」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶おはなしの部屋
問合せ▶図書館
　　　 （☎54－0222）

おはなし会
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●作り方
①下準備
キャベツ、にんじんは千切りにし、熱湯でさっとゆでてお
く。
卵はゆでて刻み、カニカマは 2～ 3 cmに切り、ほぐす。
②和える
ボウルにⓐをあわせて混ぜ合わせておく。
水気をよく切った①を加えて混ぜる。
（ 1人分エネルギー81キロカロリー）

　やわらかくて甘みのあるキャベツを和えることでしっか
りと野菜がいただけます。
（和木町食生活改善推進協議会　 3班）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

規則正しい生活リズムを大切にしましょう
　「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムを整
え、元気よく一日をスタートできるようにしまし
ょう！　　　　　（和木町母子保健推進協議会）

健診のお知らせ
　総合健診の全日程を終了しました。結果は、下記
の日程でお返しします。
●健診結果説明会
日　時▶ 7月24日㈫・25日㈬・26日㈭・27日㈮
　　　　 8時30分~12時、13時~16時30分
場　所▶保健相談センター
　子宮がん検診・総合健診を合わせて、結果を説明
しながらお返しします。この機会に健康について、
保健師・栄養士に相談してください。健康手帳を持
参してください。健康手帳がない方には、当日お渡
しします。
　この期間に保健相談センターに取りに来られな
かった方には、 8 月上旬にご自宅にお届けします
が、できるだけ直接受け取りに来てください｡
●乳がん検診は医療機関で
　総合健診と一緒に、乳がん検診の申し込みをされ
た方には、受診券をお届けしています。受診券がな
ければ、和木町の検診として受診することができま
せん。受診券の有効期間は平成25年 3 月31日までで
すが、お早めに受診券に記載している専門医療機関
で検査を受けてください。注意事項を読んで受診し
てください。

●●●●●●●●●●母推さんから一口メモ
～子育て中のパパ、ママへ～

ⓐ

キャベツのしそマヨネーズあえ （材料４人分）
キャベツ……………160ｇ
にんじん………………40ｇ
かに風味かまぼこ…20ｇ
卵…………………Ｍ玉 1 個
マヨネーズ…大さじ 2
しょうゆ……小さじ 2
こしょう…………少々
しそふりかけ…小さじ 1

〜
ち
ょ
っ
と
小
話
〜
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今
年
も
電
力
需
給
の
問
題
が
大
き
く
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
エ
ア
コ
ン

を
使
う
機
会
が
多
く
な
る
た
め
、
節
電
は
特

に
注
目
の
話
題
で
す
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
空
調
機
器
を
使
用
し
な
け

れ
ば
し
の
げ
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
に
な
り
ま

す
。

　

設
定
温
度
を
1
℃
上
げ
る
と
お
よ
そ
10
％

の
節
電
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
扇
風

機
や
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
併
用
し
、
エ
ア

コ
ン
の
冷
風
を
広
い
範
囲
に
届
け
る
よ
う
に

す
る
と
、
普
段
よ
り
高
い
温
度
設
定
で
も
部

屋
全
体
を
冷
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
寝
苦
し
さ
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
氷
枕

も
お
す
す
め
で
す
。
夏
場
は
熱
が
体
内
に
こ

も
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
首
元
に
あ
る
血
管

を
冷
や
す
こ
と
で
頭
に
運
ば
れ
る
血
液
の
温

度
を
下
げ
て
気
持
ち
よ
く
眠
り
に
つ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
扇
風
機
や
ク
ー
ラ
ー
で
は
か

ら
だ
全
体
が
冷
え
て
し
ま
う
、
と
い
う
方
は

お
た
め
し
く
だ
さ
い
。

　

節
電
は
大
切
で
す
が
、
体
調
を
く
ず
さ
な

い
こ
と
も
大
切
で
す
。
極
力
無
理
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

　

冷
蔵
庫
で
よ
く
冷
え
た
飲
料
は
、
汗
を
か

く
こ
と
が
多
い
夏
場
は
い
つ
も
よ
り
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
冷
た
い
物
を

飲
み
す
ぎ
る
と
胃
酸
が
薄
ま
り
食
欲
が
減
退

す
る
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
欲

は
元
気
の
源
で
す
。
お
酢
や
梅
干
な
ど
の
酸

味
の
あ
る
も
の
は
食
欲
増
進
に
一
役
買
っ
て

く
れ
ま
す
。
冷
や
し
過
ぎ
な
い
飲
み
物
で
水

分
摂
取
は
し
っ
か
り
と
、
ま
た
、
酸
味
の
あ

る
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
食
欲
を
維
持
し
、

体
力
を
落
と
さ
ず
に
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。



7月26日㈭は健診結果説明会のためプレイルームはお休みです。 ★は申込みが必要です。

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

保健相談センター

体育センター
保健相談センター

プレイルーム
すくすく計測・相談会

献血

健診結果説明会

プレイルーム
元気アップ教室★

健康相談
プレイルーム

10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～12：00
13：00～15：30
8：30～12：00
13：00～16：30
10：00～15：00
10：00～11：30
9：30～10：30
10：00～15：00

7月19日（木）

23日（月）

24日（火）～
27日（金）
8月2日（木）
3日（金）
8日（水）
9日（木）

乳幼児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方

健診を受けた方

乳幼児とその保護者の方
一般の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

（7月17日～8月15日）

山口県食生活改善推進協議会長表彰を受賞
 和木町の食生活改善
推進員会長・牧島許子
さんが永年の地区組織
活動の功績により、平
成24年度総会において
優良食生活改善推進員
として山口県協議会長
表彰を受賞されました。
　これは、会の発足し
た昭和49年から会員と
して活動し、副会長、

会長を歴任、責任ある立場から会の活動の普及に尽
くし、推進員、地域の方の声に耳を傾け、時代に応
じた食生活改善活動をめざして活動されていること
が高く評価されたものです。
　牧島会長からは「大変名誉な賞をいただきまし
て、ありがとうございます。永年食推に携わってき
たことが認められましたことを大変うれしく存じま
す。」という喜びのコメントをいただきました。
　この度の受賞おめでとうございます。これから
も、本町の健やかに暮らせるまちづくりの推進にご
尽力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　 6 月 4 日、保健相談センターで「ミュージックセ
ラピー」が行われ、乳幼児と保護者合わせて28名
が参加しました。
　参加した親子は、音や曲に合わせて楽器を鳴らし
たり、体を動かしたりして、音遊びを体験しまし
た。音を使った演出に対する子どもの反応はさまざ
まで、お母さんたちは子どもがどんな音や遊びに興
味を示すのか楽しそうに見守っていました。
　親子ともに良い体験となったようです。

　献血は、患者さんの生命を守る愛の活動です。現
在、全国的に血液が不足しています。多くの皆さま
のご協力をお待ちしています。
日　時▶ 7月23日㈪
　　　　10時～12時
　　　　13時～15時30分
会場・問合せ▶保健相談センター
　　　　　　 （☎52－7290）

日　時▶ 8月 3日㈮　10時～11時30分
内　容▶筋力アップ
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・

バスタオル・お茶
申込み▶ 8月 1日㈬まで
会場・問合せ▶保健相談センター（☎52－7290）

元気アップ教室 ２００ｍｌ・４００ｍｌ献血のお知らせ２００ｍｌ・４００ｍｌ献血のお知らせ２００ｍｌ・４００ｍｌ献血のお知らせ

ミュージックセラピーミュージックセラピーミュージックセラピーミュージックセラピー♪
♫♩♬
♪
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 ※一部あいあいバスの運行を含む

リトルリーグ全国大会出場！リリリリリリリリリトトトトトトトルルルルルルルリリリリリリリ グググググググググ全全全全全全全全 大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会出出場場場場場リトルリーグ全国大会出場！リトルリーグ全国大会出場！

●●●●●●●●●●●●●●和木町体育協会設立60周年記念

●●●●●●●●●●●●●●●●会場周辺にお住まいの皆さまへ

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が和木町にやってくる!!
　和木町体育協会では、
設立60周年を記念して
「夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会」を行い
ます。
　夏休みに町内各地域で
いつも行われる、なじみ

のラジオ体操です。朝のさわやかな環境の中
で、グラウンドに集まり、大きな声を出し
て、身体を動かしてみませんか？
　参加は自由（無料）です。ぜひ、ご近所同
士で誘い合って、会場にお越しください。
日　時▶ 7 月30日㈪　午前6時～
場　所▶和木中学校グラウンド
　　　　※雨天の場合は、中学校体育館
放送予定▶ 7 月30日㈪　
　　　　　午前 6時30分～40分
　　　　　<ラジオ第1・全国生放送>
※放送予定は、変更になる場合があります。
主　催▶株式会社かんぽ生命保険・NHK・
　　　　全国ラジオ体操連盟
共　催▶和木町体育協会
問合せ▶体育センター（☎52－2811）

　７月30日㈪に和木中学校グラウンドで開催される「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」では、午前
４時ごろから会場準備並びにリハーサルが行われるため、ナイター照明による光や音響テストによる音楽、
車両の移動等による騒音等が発生すると思われます。
　会場周辺の皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をいただきますようよろしくお願い申
し上げます。（和木町体育協会）

バスNo. 備考

1
1
1
1

5：15
5：30
5：45
6：00

5：17
5：32
5：47
6：02

5：20
5：35
5：50
6：05

5：23
5：38
5：53
6：08

蜂ヶ峯団地 つつじヶ丘
バス停
公園入口 役　場

臨時バス
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

2
2
2
2

5：15
5：30
5：45
6：00

5：17
5：32
5：47
6：02

5：19
5：34
5：49
6：04

5：22
5：37
5：52
6：07

瀬田分館 坂根入口
バス停
公園入口 役　場

臨時バス
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

3
3
3

5：20
5：40
6：00

5：22
5：42
6：02

5：25
5：45
6：05

5：33
5：53
6：13

関ヶ浜浄水場 宗永寺
バス停

緑ヶ丘住宅 役　場
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

3
3

7：03
7：46

7：08
7：51

7：10
7：53

7：12
7：55

役　場 緑ヶ丘住宅
バス停

宗永寺 関ヶ浜浄水場
あいあいバス
あいあいバス

バスNo. 備考

1
1
1

7：00
7：20
7：40

7：03
7：23
7：43

7：08
7：28
7：48

7：15
7：35
7：55

役　場 公園入口
バス停
瀬田分館

7：05
7：25
7：45

坂根入口
7：13
7：33
7：53

つつじヶ丘 蜂ヶ峯団地
臨時バス
臨時バス
臨時バス

行　　　　き

帰　　　　り

臨時バスの運行

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て
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和
木
中
1
年
生
の
大
西
都と

貴き

君
（
瀬
田
4
丁

目
：
広
島
佐
伯
リ
ー
グ
所
属
）
が
中
国
連
盟
リ

ー
グ
で
優
勝
し
、
チ
ー
ム
の
監
督
で
も
あ
り
父

で
も
あ
る
寛ひ

ろ

之ゆ
き

さ
ん
と
共
に
6
月
30
日
か
ら
東

京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。
大
西
君
は
投
手
・
主
軸
打
者
を

務
め
、
主
将
と
し
て
も
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
引

っ
張
っ
て
い
く
中
心
選
手
で
す
。
リ
ト
ル
リ
ー

グ
（
メ
ジ
ャ
ー
）
は
6
年
生
、
中
学
1
年
生
で

構
成
さ
れ
、
佐
伯
リ
ー
グ
は
、
た
っ
た
16
名
の

小
さ
な
チ
ー
ム
で
す
。
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
と

比
べ
る
と
圧
倒
的
に
不
利
で
す
が
、
持
ち
前
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
こ
の
広
報
「
わ
き
」
7
月

号
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
ま
で
勝
ち
上
が
っ

て
、
さ
ら
に
最
高
の
栄
冠
を
手
に
す
る
よ
う
応

援
し
て
い
ま
す
。（
記
事
作
成
6
月
26
日
）

ス
ポ
ー
ツ
・
S
P
O
R
T
S

前列で賞状を持っているのが都貴君、
最後列左から 2 人目が寛之さん



 ※一部あいあいバスの運行を含む

リトルリーグ全国大会出場！リリリリリリリリリトトトトトトトルルルルルルルリリリリリリリ グググググググググ全全全全全全全全 大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会出出場場場場場リトルリーグ全国大会出場！リトルリーグ全国大会出場！

●●●●●●●●●●●●●●和木町体育協会設立60周年記念

●●●●●●●●●●●●●●●●会場周辺にお住まいの皆さまへ

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」が和木町にやってくる!!
　和木町体育協会では、
設立60周年を記念して
「夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会」を行い
ます。
　夏休みに町内各地域で
いつも行われる、なじみ

のラジオ体操です。朝のさわやかな環境の中
で、グラウンドに集まり、大きな声を出し
て、身体を動かしてみませんか？
　参加は自由（無料）です。ぜひ、ご近所同
士で誘い合って、会場にお越しください。
日　時▶ 7 月30日㈪　午前6時～
場　所▶和木中学校グラウンド
　　　　※雨天の場合は、中学校体育館
放送予定▶ 7 月30日㈪　
　　　　　午前 6時30分～40分
　　　　　<ラジオ第1・全国生放送>
※放送予定は、変更になる場合があります。
主　催▶株式会社かんぽ生命保険・NHK・
　　　　全国ラジオ体操連盟
共　催▶和木町体育協会
問合せ▶体育センター（☎52－2811）

　７月30日㈪に和木中学校グラウンドで開催される「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」では、午前
４時ごろから会場準備並びにリハーサルが行われるため、ナイター照明による光や音響テストによる音楽、
車両の移動等による騒音等が発生すると思われます。
　会場周辺の皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をいただきますようよろしくお願い申
し上げます。（和木町体育協会）

バスNo. 備考

1
1
1
1

5：15
5：30
5：45
6：00

5：17
5：32
5：47
6：02

5：20
5：35
5：50
6：05

5：23
5：38
5：53
6：08

蜂ヶ峯団地 つつじヶ丘
バス停
公園入口 役　場

臨時バス
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

2
2
2
2

5：15
5：30
5：45
6：00

5：17
5：32
5：47
6：02

5：19
5：34
5：49
6：04

5：22
5：37
5：52
6：07

瀬田分館 坂根入口
バス停
公園入口 役　場

臨時バス
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

3
3
3

5：20
5：40
6：00

5：22
5：42
6：02

5：25
5：45
6：05

5：33
5：53
6：13

関ヶ浜浄水場 宗永寺
バス停

緑ヶ丘住宅 役　場
臨時バス
臨時バス
臨時バス

バスNo. 備考

3
3

7：03
7：46

7：08
7：51

7：10
7：53

7：12
7：55

役　場 緑ヶ丘住宅
バス停

宗永寺 関ヶ浜浄水場
あいあいバス
あいあいバス

バスNo. 備考

1
1
1

7：00
7：20
7：40

7：03
7：23
7：43

7：08
7：28
7：48

7：15
7：35
7：55

役　場 公園入口
バス停
瀬田分館

7：05
7：25
7：45

坂根入口
7：13
7：33
7：53

つつじヶ丘 蜂ヶ峯団地
臨時バス
臨時バス
臨時バス

行　　　　き

帰　　　　り

臨時バスの運行

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
お
よ
び
利
用
方
法
に
つ
い
て
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第
32
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ

全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

県
予
選
岩
柳
地
区
大
会

期　

日
▼
5
月
20
日

場　

所
▼
岩
国
市
岩
国
総
合
体
育
館

結　

果
▼
優
勝　

県
大
会
出
場
権
及
び
第
4

シ
ー
ド
獲
得

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

期　

日
▼
6
月
9
日

場　

所
▼
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
和
木
町
体

育
セ
ン
タ
ー
前
）

結　

果
▼

●
男
子

　

優　

勝　
　

小
早
川
亮
・
高
濱　

聡

　

2　

位　
　

杉
山
幸
久
・
吉
村
将
人

●
混
合

　

優　

勝　
　

広
岡
敏
夫
・
吉
岡
清
子

　

2　

位　
　

塩
田
司
郎
・
尾
山
理
恵　

和
木
町
近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

期　

日
▼
6
月
3
日

場　

所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結　

果
▼

●
男
子
A
級
複
合
の
部　
　

　

第
1
位　

西
元　

隆
・
小
田
達
也

　

第
2
位　

有
木
佑
治
・
前
久
保
貞
見

●
男
子
B
級
複
合
の
部

　

第
1
位　

松
本
幹
生
・
田
久
保
祐
希

　

第
2
位　

石
脇　

勝
・
国
木
康
宏

●
男
子
C
級
複
合
の
部

　

第
1
位　

田
中
博
美
・
吉
野
聡
希

　
　
　
　
　

（
和
木
町
体
協
）

　

第
2
位　

村
田
義
剛
・
福
井
賢
一

●
女
子
A
級
複
合
の
部

　

第
1
位　

浜
本　

恵
・
吉
川
静
香

　

第
2
位　

福
永
み
ど
り
・
村
上
由
美
子

●
女
子
B
級
複
合
の
部

　

第
1
位　

萩
元
星
子
・
休
萬
ひ
と
み

　
　
　
　
　

（
和
木
町
体
協
）

　

第
2
位　

福
井
和
子
・
刀
弥
時
子

●
女
子
C
級
複
合
の
部

　

第
1
位　

森
安
さ
か
え
・
泉　

裕
子

　

第
2
位　

中
村
絹
子
・
神
崎
ト
ミ
子

【
開
放
日
】
7
月
21
日
㈯
〜
8
月
28
日
㈫

※
8
月
12
日
㈰
〜
15
日
㈬
は
閉
鎖

【
開
放
時
間
】
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

●
共
通
事
項

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛

び
込
み
は
、
禁
止
し
ま

す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守

っ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

に
は
、
利
用
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
他
の
利
用
者
に
迷
惑

を
か
け
る
よ
う
な
行
為
を

さ
れ
た
場
合
は
、
今
後
の

利
用
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
町
民
プ
ー
ル
（
幼
稚
園
児
ま
で
）

・
幼
児
等
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
、
各
自
で
自
分
の
子
ど
も
を
監
視

し
て
く
だ
さ
い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
小
学
校
2
年
生

ま
で
子
ど
も
の
入
場
は
で
き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
中
学
校
プ
ー
ル

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
3
年
生
〜
一
般
の
方
の
み
利
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
は
、
必
ず
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が

一
緒
に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

・
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
水
泳
用
の
帽
子

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
河
川
プ
ー
ル
（
瀬
田
・
関
ヶ
浜
）

・
悪
天
候
の
場
合
、
水
質
が
悪
化
し
た
場
合

は
、
急
に
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

体
育
セ
ン
タ
ー
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）



車両通行禁止時間帯は、車の出入りは
できませんので、ご了承ください。

和木側の駐車場は下記の 2ヵ所です。
●和木中学校グラウンド（18時30分以降）
●和木町役場駐車場

講　師▶桑山紀彦
（ＮＰＯ法人　地球の
ステージ代表理事）
【プロフィール】
　イラク、ソマリア、
旧ユーゴスラビア、カ
ンボジア、東チモール
などで医療支援活動を
続けている医師。現在
は、宮城県名取市にあ
る「東北国際クリニッ
ク」の院長として心療
内科の診療にあたって
います。

日　時▶ 9月22日（土祝）
　　　　13時30分開演
場　所▶文化会館
出演者▶三遊亭歌橘、北見翼、
　　　　柳家いっぽん
入場料▶高校生以上  1,000円
　　　　中学生以下    500円
　　　　（未就学児無料）
　　　　※全席自由
販売箇所▶文化会館 1階事務室
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

日　時▶ 7月31日㈫　10時～11時30分
場　所▶文化会館
入場料▶無料
内　容▶サーカステントでしか見ることがで
きないサーカスショーを文化会館の規模に合
わせて実施。不可能を可能にする世界です。
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

内　容▶各国で携わった医療救援活動の様子や、地震
後の心のケアや失敗談について説明する。
日　時▶ 7月13日㈮　13時30分開演
場　所▶文化会館
入場料▶無料
問合せ▶人権施策推進協議会（保健福祉課内）

（☎52－2195）

●手作り体験イベント
～ワークショップイベントfrom＊フェスタ～

日　時▶ 7月21日㈯　10時~15時
内　容▶
★パステル画：500円　★スイーツデコ：500円~
★ビーズアクセサリー：500円
★ガラス絵の具でフレーム作り：500円、700円
★メダカの銀行開設
　このほかにもたくさんの体験コーナーがあります。
問合せ▶ワークショップイベントfrom＊フェスタ
　　　　　　　　　　　　　　　（☎54－3300）

●トリックアート展
日　時▶ 7月28日㈯～8月26日㈰　10時～18時
入場料▶無料　体験イベントは 1人あたり500円
内　容▶トリックアートとは、平面のものを立体
的に描き出す「だまし絵」アートです。作品に触
れて、撮影でき、まるで絵の中に入り込んだよう
な写真を撮ることができます。
イベント▶期間中 2回実施します。

問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

日　時▶ 7月 4 日㈬・11日㈬・19日㈭
　　　　19時~22時（時間は、相談に応じます。）
場　所▶文化会館（ 2階商工指導室）
定　員▶12名
内　容▶●新しく事業をはじめたい方
　　　　●新しい商品を販売したい方
　　　　●新しい販路をひろげたい方など
　　　　詳細は、下記へお問合せください。
申込み・問合せ▶商工会（☎53－2066）
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（
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・
・

夏休みは手作りにチャレンジ !
評判の雑貨作家さんが教えるキッズはもちろん

ママも楽しめる“ワークショップ”が
いっぱいです。

〒

（和木町）
　　　 車両通行止区間（19：00～21：30）
　　　 車両通行止標識

所
生花店

和木
小学校 JA山口東

和木中学校
西京
銀行

仮説
トイレ

本部

支部
（消防車庫）

打上地点

所
生花店

和木
小学校 JA山口東

和木中学校
西京
銀行

仮説
トイレ

本部

支部
（消防車庫）

打上地点

新事業展開支援セミナー新事業展開支援セミナー

前売り券好評販売中前売り券好評販売中
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車両通行禁止時間帯は、車の出入りは
できませんので、ご了承ください。

和木側の駐車場は下記の 2ヵ所です。
●和木中学校グラウンド（18時30分以降）
●和木町役場駐車場

講　師▶桑山紀彦
（ＮＰＯ法人　地球の
ステージ代表理事）
【プロフィール】
　イラク、ソマリア、
旧ユーゴスラビア、カ
ンボジア、東チモール
などで医療支援活動を
続けている医師。現在
は、宮城県名取市にあ
る「東北国際クリニッ
ク」の院長として心療
内科の診療にあたって
います。

日　時▶ 9月22日（土祝）
　　　　13時30分開演
場　所▶文化会館
出演者▶三遊亭歌橘、北見翼、
　　　　柳家いっぽん
入場料▶高校生以上  1,000円
　　　　中学生以下    500円
　　　　（未就学児無料）
　　　　※全席自由
販売箇所▶文化会館 1階事務室
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

日　時▶ 7月31日㈫　10時～11時30分
場　所▶文化会館
入場料▶無料
内　容▶サーカステントでしか見ることがで
きないサーカスショーを文化会館の規模に合
わせて実施。不可能を可能にする世界です。
問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

内　容▶各国で携わった医療救援活動の様子や、地震
後の心のケアや失敗談について説明する。
日　時▶ 7月13日㈮　13時30分開演
場　所▶文化会館
入場料▶無料
問合せ▶人権施策推進協議会（保健福祉課内）

（☎52－2195）

●手作り体験イベント
～ワークショップイベントfrom＊フェスタ～

日　時▶ 7月21日㈯　10時~15時
内　容▶
★パステル画：500円　★スイーツデコ：500円~
★ビーズアクセサリー：500円
★ガラス絵の具でフレーム作り：500円、700円
★メダカの銀行開設
　このほかにもたくさんの体験コーナーがあります。
問合せ▶ワークショップイベントfrom＊フェスタ
　　　　　　　　　　　　　　　（☎54－3300）

●トリックアート展
日　時▶ 7月28日㈯～8月26日㈰　10時～18時
入場料▶無料　体験イベントは 1人あたり500円
内　容▶トリックアートとは、平面のものを立体
的に描き出す「だまし絵」アートです。作品に触
れて、撮影でき、まるで絵の中に入り込んだよう
な写真を撮ることができます。
イベント▶期間中 2回実施します。

問合せ▶教育委員会（☎53－3123）

日　時▶ 7月 4 日㈬・11日㈬・19日㈭
　　　　19時~22時（時間は、相談に応じます。）
場　所▶文化会館（ 2階商工指導室）
定　員▶12名
内　容▶●新しく事業をはじめたい方
　　　　●新しい商品を販売したい方
　　　　●新しい販路をひろげたい方など
　　　　詳細は、下記へお問合せください。
申込み・問合せ▶商工会（☎53－2066）
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ら
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し
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）

・
・

夏休みは手作りにチャレンジ !
評判の雑貨作家さんが教えるキッズはもちろん
ママも楽しめる“ワークショップ”が

いっぱいです。

〒

（和木町）
　　　 車両通行止区間（19：00～21：30）
　　　 車両通行止標識

所
生花店

和木
小学校 JA山口東

和木中学校
西京
銀行

仮説
トイレ

本部

支部
（消防車庫）

打上地点

所
生花店

和木
小学校 JA山口東

和木中学校
西京
銀行

仮説
トイレ

本部

支部
（消防車庫）

打上地点

新事業展開支援セミナー新事業展開支援セミナー

前売り券好評販売中前売り券好評販売中
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　右表は、5月18日（燃えるごみの日）に、町内のごみス
テーションから回収し実施した「ごみ質分析調査」のごみ
の３成分の結果です。
　ここ3年間、皆さま方のご協力により水分の比率が少し
ずつ改善されています。水分は、生ごみに含まれるものが
ほとんどであると推測されます。生ごみを捨てる前にしっ
かりと水切りをしていただくよう、引き続きご協力をお願いいたします。
　また、生ごみをたい肥化すればリサイクルも可能です。町では、様々な生ごみ処理機の補助制度が
ありますので、ぜひご活用ください。

　その他、電気式生ごみ処理機購入補助制度（購入費の1／2、上限25,000円、事前申し込み必
要）があります。
問合せ▶住民サービス課（☎５２－２１９４）

　家庭には、消費電力が大きい電化製品があります。平日の日中（13時～16時）を避けて使用、あるいは使用する
時間帯が重ならないように工夫するなど、ご協力をお願いします。
●消費電力が大きい電化製品
アイロン、電気ポット、電子レンジ、ホットプレート、ドライヤー、トースター、ＩＨクッキングヒーター、
食器洗い機、浴室乾燥機、掃除機、洗濯乾燥機
●節電・電力需給に関する情報は
政府の節電ポータルサイト「節電.go.jp」▶http://www.setsuden.go.jp
経済産業省ホームページ▶http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html

夏季の節電対策にご協力を夏季の節電対策にご協力を

ごみ質分析調査の結果

５１.６
５１.６
45.8

6.2
3.8
4.5

42.2
44.6
49.7

比率（％）
（23年度）
（２2年度）

水　分成　分 灰　分 可燃物

和木町のごみ事情和木町のごみ事情

８００円
５００円
２,５００円
３,９００円
１,０００円

１台当たりの斡旋価格
初期用（温度計、防虫ネット付き）
通常用
１３０型（一般家庭向け）
２３０型（多量型）
１５リットル型

ダンボールコンポスト

コンポスター

ＥＭ処理容器

仕　様生ごみ減量機器名

①室温28℃を心がける
②すだれやよしずなどで窓からの日差しを和らげる
③無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する
④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を
　できるだけ減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする
⑤不要な照明を消す
⑥省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要
　なとき以外は消す
⑦温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する
⑧上記の機能がない場合、使わないときはコンセントからプラ
　グを抜く
⑨早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍
　庫に保存する
⑩リモコンの電源ではなく、本来の主電源を切る。長時間使わ
　ない機器はコンセントからプラグを抜く

10％
10％
50％

2％

5％

2％

1％未満

1％未満

2％

2％

節電効果節 電 メ ニ ュ ー
エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

温水洗浄便座     　　　

ジャー炊飯器

待機電力

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

山
田
貴
代
子
さ
ん
（
大
竹
市
）

　

倉
橋　

真
二
さ
ん
（
廿
日
市
市
）

●
見
舞
い
返
し

　

大
野　

金
吾
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
祝
い
返
し

　

新
庄　
　

孝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

　

廣
田　

太
一
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

　

池
垰　

繁
子
さ
ん
（
庄
原
市
）

　

匿
名
2
名
様

　

山
口
県
東
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

　

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
様

満
開
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
見
上
ぐ
れ
ば

　

頬
に
ち
ら
ほ
ら
お
別
れ
キ
ッ
ス	

正
中
ツ
ヤ
子

風
光
る
世
羅
高
原
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　

色
と
り
ど
り
に
並
び
咲
き
ゐ
る	

森
本　

初
子

負
け
る
か
と
年
重
ね
つ
つ
意
地
張
る
も

　

肋
骨
二
本
折
る
身
と
な
り
ぬ	

神
園　

静
美

山
の
手
の
ビ
ル
の
谷
間
に
鯉
の
ぼ
り

　

百
数
匹
が
青
空
泳
ぐ	

広
宇
次
信
子

背
番
号
な
れ
ぬ
手
つ
き
で
縫
い
つ
け
お
り

　

試
合
を
前
に
中
二
の
孫
は	

向
田
登
美
子

【
相
　
談
】

　

子
ど
も
に

携
帯
電
話
を

持
た
せ
よ
う

か
と
思
う

が
、
ど
の
よ

う
な
注
意
が

必
要
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

有
害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
制
限
す
る

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
と
、
使
い
す
ぎ

を
防
ぐ
時
間
制
限
機
能
を
活
用
す
る
こ

と
を
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
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携
帯
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与
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有
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す
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ィ

ル
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リ
ン
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活
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イ
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迷
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サ
イ
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サ
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す
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サ
イ
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す
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間
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。
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。
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子どもの
 携帯トラブルを防ぐ
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今月の納税
固定資産税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 期分
上下水道使用料・・・・・・・・・・・・・5 ・ 6 月分
町営住宅使用料・・・・・・・・・・・・・・・・7 月分
国民健康保険料・・・・・・・・・・・・・・・・1 期分
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 期分
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・1 期分

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

問合せ▶税務課（☎52−2193）
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　右表は、5月18日（燃えるごみの日）に、町内のごみス
テーションから回収し実施した「ごみ質分析調査」のごみ
の３成分の結果です。
　ここ3年間、皆さま方のご協力により水分の比率が少し
ずつ改善されています。水分は、生ごみに含まれるものが
ほとんどであると推測されます。生ごみを捨てる前にしっ
かりと水切りをしていただくよう、引き続きご協力をお願いいたします。
　また、生ごみをたい肥化すればリサイクルも可能です。町では、様々な生ごみ処理機の補助制度が
ありますので、ぜひご活用ください。

　その他、電気式生ごみ処理機購入補助制度（購入費の1／2、上限25,000円、事前申し込み必
要）があります。
問合せ▶住民サービス課（☎５２－２１９４）

　家庭には、消費電力が大きい電化製品があります。平日の日中（13時～16時）を避けて使用、あるいは使用する
時間帯が重ならないように工夫するなど、ご協力をお願いします。
●消費電力が大きい電化製品
アイロン、電気ポット、電子レンジ、ホットプレート、ドライヤー、トースター、ＩＨクッキングヒーター、
食器洗い機、浴室乾燥機、掃除機、洗濯乾燥機
●節電・電力需給に関する情報は
政府の節電ポータルサイト「節電.go.jp」▶http://www.setsuden.go.jp
経済産業省ホームページ▶http://www.meti.go.jp/setsuden/index.html

夏季の節電対策にご協力を夏季の節電対策にご協力を

ごみ質分析調査の結果

５１.６
５１.６
45.8

6.2
3.8
4.5

42.2
44.6
49.7

比率（％）
（23年度）
（２2年度）

水　分成　分 灰　分 可燃物

和木町のごみ事情和木町のごみ事情

８００円
５００円
２,５００円
３,９００円
１,０００円

１台当たりの斡旋価格
初期用（温度計、防虫ネット付き）
通常用
１３０型（一般家庭向け）
２３０型（多量型）
１５リットル型

ダンボールコンポスト

コンポスター

ＥＭ処理容器

仕　様生ごみ減量機器名

①室温28℃を心がける
②すだれやよしずなどで窓からの日差しを和らげる
③無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する
④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を
　できるだけ減らし、食品を詰め込み過ぎないようにする
⑤不要な照明を消す
⑥省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要
　なとき以外は消す
⑦温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する
⑧上記の機能がない場合、使わないときはコンセントからプラ
　グを抜く
⑨早朝にタイマー機能で1日分まとめて炊いて、冷蔵庫や冷凍
　庫に保存する
⑩リモコンの電源ではなく、本来の主電源を切る。長時間使わ
　ない機器はコンセントからプラグを抜く

10％
10％
50％

2％

5％

2％

1％未満

1％未満

2％

2％

節電効果節 電 メ ニ ュ ー
エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

温水洗浄便座     　　　

ジャー炊飯器

待機電力
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　和木町は、昭和48年（1973年）4 月 1 日に町制施行（和木村から和木町になる）し、来年の 4 月 1 日で満
40才を迎えます。
　和木町では、来年の40周年記念の行事やパンフレットや記念品製作などで、町を挙げ町民の皆さまと40周
年のお祝いをしたいと考えています。その準備のため、皆さまから下記の 5部門の作品を募集いたします。
①昭和48年度（昭和48年 4 月 1 日~昭和49年 3 月31日）に生まれた方（和木町と同級生）からのメッセージ。
②昭和48年度に特別な思い出（冠婚葬祭、入学・卒業、就職など）がある方の随筆。
③40才を迎える和木町へのお祝いや激励の意味を込めたメッセージ。
　　　①②③いずれも600字程度。
④昭和48年度から現在までの和木町の歩みを象徴する写真、また、それ以前も含め将来の和木町に残したい
和木の風景や祭事などの写真。（L版、または画像データ）

⑤40才を迎える和木町へのお祝いや激励のメッセージ、「緑の風薫る文化のまち」のイメージを盛り込んだ絵
画、ポスター。（四ツ切サイズで縦のもの）
※応募作文、写真、絵画とも、平成24年 9月10日までに、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を明記の
うえ、役場企画総務課に郵送または持参してください。
問合せ▶企画総務課（☎52－2136）

和木町制施行40周年和木町制施行40周年
し こう わ き そん
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和木町の人口ピラミッド
男　3,303人
（＋8）

女　3,301人
（＋4）

平成24年 6月1日現在
総人口　6,604人

世帯数　2,802世帯

和木町の面積　10.56km2
（ ）内は前月比

（＋12）

（＋7）


